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C O N T E N T S

福祉だより
信州

社会福祉法人�長野県社会福祉協議会
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地
域
で「
と
も
に
育
ち
、働
き
、暮
ら

す
」を
法
人
理
念
と
し
、須
坂
市
を

中
心
に
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
夢
工
房
福
祉
会
。そ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、障
が
い
が
あ
る
人
に
就
労

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
の
が「
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
夢
工
房
」で
す
。入
職
５
年
目
と
な

る
支
援
員
の
宮
下
浩
志
さ
ん
は
、中
学
生

の
時
に
父
と
こ
の
事
業
所
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
訪
れ
た
こ
と
で
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
障
が
い
者
福
祉
の
世
界
を
知
り
、さ
ら

な
る
視
野
の
広
が
り
を
求
め
て
日
本
福
祉

大
学
に
進
学
。在
学
中
も
実
習
で
同
事
業

所
を
訪
れ
、障
が
い
者
福
祉
の
変
化
や
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
実
感
し
、就
職
を
決
め
ま
し

た
。リ
ー
ダ
ー
職
も
務
め
る
現
在
は
、利
用

者
一
人
ひ
と
り
の
性
格
や
特
性
を
知
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
安
心
し
て
正
確
に
作
業
が

で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、

１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
行
動
を
、写
真
や

イ
ラ
ス
ト
、文
字
な
ど
で
示
す「
視
覚
支
援
」

を
効
果
的
に
使
う
こ
と
。

　
「
こ
の
仕
事
は
稼
い
だ
賃
金
が
メ
ン
バ
ー

（
利
用
者
）さ
ん
の
工
賃
に
な
り
、私
た
ち

は
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー
ト
役
。そ
こ
で
、わ
か

り
や
す
く
作
業
内
容
を
伝
え
て
不
安
や
混

乱
の
解
消
に
努
め
つ
つ
、メ
ン
バ
ー
さ
ん
の

表
情
や
様
子
は
常
に
気
に
か
け
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
仕
事
を
通
し
、利
用
者
の
人

生
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
宮
下
さ
ん

の
や
り
が
い
で
す
。

言葉ひとつからも利用者の受け取り方を意識し、モチベーションの維持も考え
ている宮下さん。「メンバーさんのなかには自分の気持ちをうまく表現できない
人もいて、それぞれに適した伝え方があります。間違えると仕事のミスにつな
がり工賃が支払えなくなるので、職員間で教え方の統一も図りながら、わかり
やすく伝えることを心がけています」

　
「
例
え
ば
、
今
ま
で
在
宅
だ
っ
た
方
も
、

こ
の
事
業
所
で
働
く
こ
と
で
社
会
に
出
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、工
賃
で
旅
行
に
行
く
な

ど
、生
活
の
余
暇
に
ま
で
楽
し
み
の
広
が
り

を
感
じ
ま
す
。働
く
場
か
ら
、そ
の
方
の
人

生
が
豊
か
に
な
る
流
れ
を
見
た
時
は
う
れ

し
い
で
す
ね
」

　
こ
う
し
て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
で
利
用
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
と
話
す
宮
下
さ
ん
。

　
「
利
用
者
さ
ん
に
ど
ん
ど
ん
と
工
賃
が
支

払
え
る
よ
う
、私
た
ち
も
さ
ら
に
勉
強
し
て

ス
キ
ル
を
上
げ
、障
が
い
者
福
祉
の
プ
ロ
を

め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ

の
う
え
で
、働
く
場
と
し
て
の
こ
の
事
業
所

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

R
e
co

m
m

e
n
d
 T

h
e
 F

u
ku

sh
i P

e
o
p
le

毎号福祉の現場で活躍する若手スタッフを
ご紹介します。

くん

利
用
者
が
地
域
で
安
心
し
て
働
き
、

豊
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
め
ざ
し
て

社会福祉法人夢工房福祉会
多機能型事業所
「ワークスペース夢工房」支援員

宮下浩志さん

長野市出身。さまざまな経験を大切にす
る父の教えのもと、幼少期から多彩な活
動に参加。生徒会長だった中学生の時
に「ワークスペース夢工房」にボランティ
アで訪れ、障がい者福祉を知り、同事業
所の利用者と牛乳パックを回収するボ
ランティアの仕組みを校内で構築。高校
卒業後は日本福祉大学に進学し、平成
24年に同事業所に就職。平成29年4月
からリーダー職も担当。

webでも
ご覧になれます

印象深い経験を追求し、
やってみることが大切

私はボランティアで初めて
障がいのある方と関わり、自
分の世界観の狭さを感じま
した。こんなふうにいろいろ
な経験を積むと、必ず何か心
に引っかかるものが出てきま
す。その仕事が自分に合うか
はさておき、進んでみて向か
ないと感じたら切り替えれば
よいのではないでしょうか。
福祉の仕事は大変な部分も
ありますが、まずは挑戦する
こと。そして「これだ」と感じ
たら突き進むと、よい方向に
向かうと感じています。

福祉の仕事から視野の拡大と
つながりの大切さを実感

利用者の人生にまで
影響力がある福祉の仕事

以前は別の職種で働いていまし
たが、今は人とのつながりが大
切な福祉の仕事に携わるなかで、
日々、私も成長させてもらってい
る気持ちです。福祉にはさまざま
な職種があり、実際に経験して
みると、思い描いていた世界とは
別の広がりを感じます。そこで、
中学校での職場体験の福祉枠の
充実など、これからさらに多くの
人が福祉の仕事にふれる機会が
増えるとよいと感じています。

宮川美香さん
（支援員）

私たちの仕事は利用者様の気持
ちを受け取り、言葉の奥にあるもの
を感じ取ったうえで、その人らしく
自信をもって生きていけるよう支援
することです。完璧な仕事は一生
なく、常に勉強と専門技術を培う
努力が大切。そして、人とのコミュ
ニケーションも重要です。そこで、
これからこの仕事をめざす方は、友
人や家族の表情から気持ちを図る
など、まずは周囲とのつながりから
気付くものがあると感じています。

小林珠美さん
（施設長）
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グラフ1　�成年後見関係事件申立件数（任意後見監督人選任事件を除く）
　　　　�【資料協力：長野家庭裁判所】

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を

踏
ま
え
た
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
を
！

　
成
年
後
見
制
度
は
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
や
自
己
決
定
権
の
尊
重
等
の
理
念
と
本
人

保
護
の
理
念
の
調
和
の
観
点
か
ら
、認
知
症
や

知
的・精
神
の
障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
で
あ
る
た
め
に
契
約
等
の
法
律
行
為

に
お
け
る
意
思
決
定
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
、

成
年
後
見
人・保
佐
人・補
助
人
が
そ
の
判
断

能
力
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
方
の
生
命
、

身
体
、自
由
、財
産
等
の
権
利
を
擁
護
す
る
と

い
う
点
に
制
度
趣
旨
が
あ
り
、こ
れ
ら
の
点
を

踏
ま
え
、市
町
村
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

い
制
度
と
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、平
成
12
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
16
年
を
経
た
平
成
28
年
５
月
13

日
、通
常
国
会
に
お
い
て
、「
成
年
後
見
制
度

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下「
促
進

法
」）が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
促
進
法
は
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
の

　
基
本
計
画
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１�

利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
制

度・運
用
の
改
善

■�

財
産
管
理
の
み
な
ら
ず
、
意
思
決
定
支

援・
身
上
監
護
も
重
視
し
た
適
切
な
後
見

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯

基
本
計
画
の
概
要

長
野
県
の
成
年
後
見
制
度
の
状
況

13

2

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
の

連
携
強
化
に
よ
る
各
市
町
村
の
権

利
擁
護
体
制
の
構
築

4

基
本
理
念
を
定
め
、国
や
市
町
村
の
責
務
等
を

明
ら
か
に
し
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。こ
の
背
景
に
は
、認
知
症
や
知
的・精
神

障
が
い
等
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、財
産
の
管
理

や
日
常
生
活
な
ど
に
支
障
が
あ
る
方
々
を
社

会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で

あ
る
こ
と
、そ
し
て
、成
年
後
見
制
度
が
こ
れ

ら
の
方
々
を
支
え
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
促
進
法
は
、市
町
村
の
役
割
を
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
ま
す
。『
市
町
村
は
、成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
勘
案
し
て
、当
該
市

町
村
の
区
域
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、成

年
後
見
等
実
施
機
関
の
設
立
等
に
係
る
支
援

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。（
第
23
条・市
町
村
の
講
ず
る

措
置
）』

　
併
せ
て
、都
道
府
県
の
役
割
に
つ
い
て
も
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。『
都
道
府
県
は
、

市
町
村
が
講
ず
る
前
条
の
措
置
を
推
進
す
る
た

め
、各
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見

地
か
ら
、成
年
後
見
人
等
と
な
る
人
材
の
育
成
、

必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。（
第
24
条・都
道
府
県
の
講
ず

る
措
置
）』（
※
前
条
と
は
23
条
の
こ
と
）

　
そ
し
て
、政
府
は
、促
進
法
に
基
づ
き
、今
年

の
3
月
24
日
、「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
」（
以
下「
基
本
計
画
」）を
定
め
ま
し
た
。

　
下
の
グ
ラ
フ
1
は
、長
野
県
内
の
成
年
後

見
制
度
の
申
立
件
数
の
年
間
推
移（
各
年
1

月
～
12
月
集
計
）の
状
況
で
す
。申
立
件
数
は

年
々
増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
、平
成
28
年
は

６
３
３
件（
後
見
開
始
４
２
３
件
、保
佐
開
始

１
４
９
件
、補
助
開
始
61
件
）と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
、保
佐
及
び
補
助
開
始
の
申
立
件
数

は
、前
年
の
27
年
に
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
2
は
、平
成
28
年
に
お
け
る
、成
年

後
見
人
等
と
本
人
の
関
係
に
つ
い
て
み
た
も
の

で
す
。弁
護
士・司
法
書
士・社
会
福
祉
士
な
ど

の
第
三
者
が
成
年
後
見
人
等
に
選
任
さ
れ
た

件
数
は
３
８
０
件
で
72・8
％
を
占
め
て
い
ま

す
。ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
86
件
、そ
の
他

法
人
18
件
と
、法
人
が
成
年
後
見
人
等
に
選
任

さ
れ
た
件
数
は
１
０
４
件
と
全
体
の
19・9
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

その他専門職  13（2.5％）
・行政書士（13）
・精神保健福祉士（0）
・税理士 （0）
・市民後見人（0）

その他個人
3（0.6％） 配偶者  11（2.1％）その他法人

18（3.4％）

兄弟姉妹
20（3.8％）

その他親族
30（5.7％）

親  10（1.9％）

子  71（13.6％）
社会福祉協議会
86（16.5％）

社会福祉士
36（6.9％）

司法書士
115（22.0％）

弁護士
109（20.9％）
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人
等
の
選
任・交
代

■�

本
人
の
置
か
れ
た
生
活
状
況
等
を
踏
ま
え

た
診
断
内
容
に
つ
い
て
記
載
で
き
る
診
断

書
の
あ
り
方
の
検
討

２�

権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

■�

①
制
度
の
広
報
、
②
制
度
利
用
の
相
談
、

③
制
度
利
用
促
進（
マ
ッ
チ
ン
グ
）、④
後

見
人
支
援
等
の
機
能
を
整
備

■�

本
人
を
見
守
る「
チ
ー
ム
」、地
域
の
専
門

職
団
体
の
協
力
体
制（「
協
議
会
」）、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う「
中
核
機
関（
セ
ン

タ
ー
）」の
整
備

３�

不
正
防
止
の
徹
底
と
利
用
し
や
す
さ
と
の

調
和

■�

後
見
制
度
支
援
信
託
に
並
立・
代
替
す
る

新
た
な
方
策
の
検
討

　
基
本
計
画
は
、
促
進
法
の
枠
の
中
で
、
利

用
促
進
の
た
め
の
様
々
な
課
題
を
指
摘
し
、

工
程
表
を
示
し
つ
つ
、関
係
者
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
求
め
て
い
ま
す
。促
進
法
は
努

力
義
務
と
は
い
え
、
各
市
町
村
に
お
い
て

は
、
県
と
連
携
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
住

民
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
、
段
階
的・
計
画

的
に
市
町
村
の
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、認
知
症
や

知
的・精
神
障
が
い
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
方
が
、地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、利
用
希
望
者
と
契
約
を
締
結
し
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管

理
の
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。本
事
業
は
平
成

12
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
施
行
に
伴
い
成

年
後
見
制
度
を
補
完
す
る
事
業
と
し
て
、半
年

前
の
平
成
11
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、国
庫
補
助
事
業
で
す
が
、認
知
症

高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
支
援
や
、障
が
い
者
の

地
域
生
活
移
行
等
に
伴
う
自
立
支
援
な
ど
、各

市
町
村
住
民
の
権
利
擁
護
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
て
お
り
、今
後
も
本
事
業
の
ニ
ー

ズ
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、長
年
本
事
業
を
利
用
し
て
い
る

方
々
の
中
に
は
、本
人
の
抱
え
る
生
活
課
題
等

を
鑑
み
て
、成
年
後
見
制
度
で
支
援
し
た
方

が
本
人
の
権
利
擁
護
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
存

在
し
ま
す
。基
本
計
画
に
は
、『
今
後
、地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
中
で
、日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
等
の
関
連
制
度
と
成
年

後
見
制
度
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、特
に
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
対

象
者
の
う
ち
保
佐・補
助
類
型
の
利
用
や
後
見

類
型
へ
の
転
換
が
望
ま
し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、成
年
後
見
制
度
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
等

が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。』と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
各
市
町
村
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る
環
境

や
持
っ
て
い
る
公
民
資
源
は
違
い
ま
す
が
、今

後
、市
町
村
に
お
い
て
計
画
を
策
定
さ
れ
る
場

合
は
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
が
果
た
す
役

割
や
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
、地

域
に
お
け
る
連
携
体
制
や
本
事
業
の
実
施
体

制
の
強
化
等
も
含
め
た
検
討
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グラフ２　�成年後見関係事件（任意後見監督人選任事件を除く）に係る成年後見人等と本人の関係について
（平成28年）【資料協力：長野家庭裁判所】（n=522）

注１）後見開始、保佐開始及び補助開始事件のうち認容で終局した事件を対象としている。
注２）�１件の終局事件について複数の成年後見等がある場合に、複数の関係別に該当することがあるため、

総数は終局事件総数と一致しないことがある。
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円
1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

〈SJNK16-16921　2017.2.3 作成〉

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成29年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

◆ 29年度新設 看護師の賠償責任補償（プラン1-①オプション2）

〈SJNK16-16919 2017.2.3作成〉

住宅セーフティネット法の施行を受け、
居住支援の研修を実施！

～信州パーソナル・サポート事業 
　支援員研修【住まう編】～

　住まいは、単にハードとしての住宅にとどまらず、家庭を育み、
地域社会とのつながりを持ちながら生活していく拠点として重
要な役割があり、その確保が自立の基盤となる一方、生活困窮
者にとっては家賃負担の他、連帯保証人、緊急連絡先などの課
題があります。研修では住まいの課題からきちんと相談を受け
止め、支援を通じて信頼関係を築くことの大切さに加え、入居保
証に関わるツールの有効性について議論を深めました。

10月25日、住宅セーフティネット法改正法が施行さ
れ、「新たな住宅セーフティネット制度」が本格的にス
タートします。県社協では、9月29日、まいさぽ相談員
を対象に相談支援員研修【住まう編】を開催しました。

県内社協公益事業長野県あんしん創造ねっとが
スタートしました。

詳しくは、お近くのまいさぽにご相談ください。

入居保証事業 身元保証事業 粉ミルク等の
緊急支援

W E B  I N F O R M A T I O N

連絡先／社会福祉法人長野県共同募金会
TEL�026-234-6813

http://akaihane-nagano.sakura.ne.jp/

10月1日から赤い羽共同募金運動が始まりました。

平成29年度共同募金運動ポスター

　赤い羽根共同募金は、戦後間もない昭和22年に「国民た

すけあい運動」として始まりました。当初は戦後復興の一助

として展開されましたが、現在では、社会福祉法に定められ

た地域福祉の推進を目的に、さまざまな地域福祉の課題解

決に取り組む民間団体を支援する、「じぶんの町を良くする

しくみ。」として取り組まれ、今年、記念すべき運動開始70

周年を迎えています。

　共同募金は、地域ごとの助成額を決めてから募金を集め

るしくみ（計画募金）です。地域で集めた募金は、集めた地

域で使われています。

　全国で年間200万人といわれる募金ボランティアが、町

の人のやさしい気持ちを集める運動をしています。あなた

のやさしさが、あなたの声かけが、あなたの行動が、きっと、

町を変えていくはじめの一歩となるはずです。みなさまのご

理解とご協力をお願いいたします。
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いなりずしの製造・販売を行っています。
味は、揚げの旨みを活かしたふつういな
り、和がらしが塗られているからしいな
り、一味唐辛子が酢飯に和えられた一味
いなりの三種類。大量注文も承ります。

長野県社会福祉協議会
総務企画部�総務グループ
TEL�026-228-4244　FAX�026-228-0130
E-mail�soumu@nsyakyo.or.jp

● 平成29年度支え合いをひろげる住民主体の生活支援セミナー
　日程／（1） 平成29年12月6日（水）　10時30分～15時30分
　　　　（2） 平成29年12月7日（木）　10時30分～15時30分
　会場／（1） 長野県自治会館 （長野市）
　　　　（2） 長野県伊那文化会館（伊那市）
　問合せ先／社会福祉法人長野県社会福祉協議会
　　　　　　地域福祉部 地域福祉グループ
　TEL／ 026-226-1882

●2017年度（後期）一般公募「在宅医療研究への助成」
　問い合わせ先／（公財）在宅医療助成 勇美記念財団
　応募締切／平成29年12月8日（金）
　TEL／ 03-5226-6266
　URL／ http://www.zaitakuiryo-yuumizaidan.com/
　　　　 main/jyosei.php

●子供の未来応援基金 第2回未来応援ネットワーク事業
　問い合わせ先／（独政）福祉医療機構（WAM）
　　　　　　 ／子供の未来応援基金
　応募締切／平成29年11月10日（金）
　TEL／ 03-3438-4756
　URL／ http://hp.wam.go.jp/guide/jyosei/miraiouen/
　　　　 tabid/2620/Default.aspx

●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へお寄せください。

県社協からのお知らせ

新着助成金情報

子ども達は地域を繋ぐ宝

webでも
ご覧になれます

　筑北村にある全校生徒59名の聖南中学校には、「きささげ応援団」という保

護者や地域の皆さんで作る学校応援団があります。もともとあった学校と地域

の協力関係を活かし、3年前「信州型コミュニティスクール」として発足しまし

た。応援団では「地域で育てる学校」という意識のもと、子ども達の学びや成長

を支えています。

　「きささげ応援団」の協力で9月に開催した学校と地域の合同運動会「聖南バ

トル」では、約30名の住民が集まり、世代を超えて白熱したバトルが繰り広げ

られました。

　「学校と地域が繋がることで子どもも大人もお互いに学び合える。子ども達

には地域での学びをもとに成長し、いずれはこの村で活躍してほしい」と事務

局の鈴木智幸先生は話します。生徒会でも地域との関わりを意識するなど、子

ども達にも応援団のエールが響き始めています。

連絡先／筑北村立聖南中学校　TEL 0263-66-2430

上：聖南バトルの綱引き大人も本気！！
左：地域伝統の太鼓を学ぶ

きささげ応援団の取り組
みは、12/2.3に長野大学
で開催される「日本福祉
教育・ボランティア学習
学会」でも紹介されます。

日本福祉教育・ボランティア
学習学会

今月の逸品

社会福祉法人長野県視覚障害者福祉協会　
就労継続支援B型事業所　ふれっ手（しゅ）
〒390-0802�松本市旭2-11-45
TEL�0263-36-0365　FAX�0263-39-1540

webでも
ご覧になれます

定規を使って線を引く。線と線がつながってサンカク、シカクが現れてくる。色で
つないでいく。作者は万華鏡の中をのぞくみたいに、いろんな形や空間が生まれて
くるのを楽しんでいる。じっと見ていると何か不思議な感覚が湧いてくる。
さてこれを見た人はどんな感覚が湧いてくるのか？観る者に想像を掻き立てる。

『無題』  平栗幸子 （ひらぐりさちこ）　22歳　阿智村在住


